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テーマ決めから発表まで
役割分担して自主的に活動

テーマに沿って計画を立てて現場を見るフィールドワークです。
ふだん気づかない江戸・東京を知る活動を通して、生徒たちはひと回り成長します。

江戸・東京フィールドワーク
関心のあるテーマを突き詰め
自分の足と頭で切りひらく

　江
戸
・
東
京
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」は
、

自
分
た
ち
の
生
活
圏
で
あ
り
な
が

ら
、
な
か
な
か
歩
く
こ
と
の
な
い
都
内
を
歩

き
、調
べ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
し
、

江
戸
・
東
京
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
学

習
で
す
。総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、

班
分
け
か
ら
最
終
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
ま
で
、

１
学
期
間
を
か
け
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
中
３

生
全
員
が
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
４
〜
５
名
の
班

に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
を
決
め
、
計
画
を
立
て

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

　

江
戸
や
東
京
に
関
し
て
な
ら
テ
ー
マ
は
自

由
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
事
前

の
準
備
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
計
画
通
り
に

い
か
な
い
時
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
力
も

求
め
ら
れ
ま
す
。
調
べ
も
の
や
発
表
の
ス
ラ

イ
ド
づ
く
り
な
ど
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
で

導
入
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
駆
使
し
ま

す
。
教
員
は
、
で
き
る
だ
け
口
を
出
さ
ず
、

生
徒
の
自
主
的
な
行
動
を
促
し
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と

め
た
後
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
み

ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
ク
ラ

ス
で
予
選
を
行
い
、
１
班
が
ク
ラ
ス
の
代
表

と
し
て
、
学
年
全
員
の
前
で
発
表
を
行
い
ま

す
。
テ
ー
マ
、
内
容
、
発
表
方
法
な
ど
の
観

点
か
ら
先
生
方
が
審
査
し
、
最
優
秀
賞
と
優

秀
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
大
会
で
は
、ど
の
班
も
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
を
生
き

生
き
と
発
表
し
、
多
く
を
学
ん
だ
で
あ
ろ
う

こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「

中
３
生
全
員
の
前
で
、
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

中３の担任で、「江戸・東京フィール
ドワーク」を指導された先生にお話を
うかがいました。
「関心のあることならどんなことでも
テーマにして良いのですが、それだと
漠然とし過ぎて決めにくい場合もある
ので、20くらいのモデルコースを用
意しています。自分たちの住んでいる
ところを歩くことは貴重な経験になり
ます。中３生はまだまだ未熟ですが、
彼らなりに自覚や責任感を持って、強
制されなくても活動する姿勢を見せて

くれます。そういう意味では自立の始
まりだと感じます」（入野先生）
「橋を調べながら歩くという、大人な
ら面倒がってしないようなことも、嫌
がらずに行うところに彼らの素直さを
感じました。現場で思いついて外国人
50人にアンケートをとった班は、そ
の行動力に驚かされました。多少の失
敗があっても、修正できる力があると
ころも見せてくれました。そういうさ
まざまなところに、彼らの成長を実感
します」（伊藤先生）

自覚、責任感、素直さ、行動力……。活動を通して自立と成長がある!
国
語
科
伊
藤 

徹
郎
先
生

英
語
科
入
野 
悠
己
先
生

映画『君の名は。』に登場する場所を調べて発表しました。
『君の名は。』の聖地を訪ねるとい
うユニークなテーマにしたのはな
ぜですか。
「堅苦しくならず、みんなが知っ
ていることをテーマにしたいと思
いました。この映画では、現実の
風景を描いていると聞いていたの
で、その場所を訪ねてみたいと
思って、このテーマにしました」

どんなことに苦労しましたか。
「主人公の2人が出会う場所が縁
結びの神社だったように作品のシ

ナリオにリンクしていました。この
ように、作品に込められた思いを
調べることが大変でした。インター
ネットなどを利用して調べました」

フィールドワークをして印象に
残ったことは何ですか。
「一人で行くよりみんなで行った
ほうが楽しいと思いました」
「その場所に行ってみて初めてわ
かることも多く、自分の足で行く
ことが大事だと思いました」

発表を聞く生徒たちも真剣そのものです。

優秀賞は、浮世絵に描か
れた場所を歩いた班でし
た。そのメンバー（上）と
発表の様子（右）です。

最優秀賞を
受賞した班の皆さんに

インタビュー

タブレットを操作し
ながら、流暢に発表。

スライドを壇上のスクリーンに映し、写真を使ってわかりやすく伝えます。

あ
る
班
は
、
大
学
を
訪
ね
て

そ
の
見
ど
こ
ろ
を
レ
ポ
ー
ト
。

表彰式（上）の後、審査委員長の小俣力校
長先生から講評をいただきました（右）。
「テーマをきちんと決めて、そのためにど
んな準備をしなければならないかを考え
ることが大切です。図やグラフを使って
客観的な情報を伝える工夫もあって、良
かったです」

司
会
進
行
を
は
じ
め
、
プ
レ
ゼ
ン

大
会
の
運
営
は
、
す
べ
て
中
３
生

が
担
当
し
ま
し
た
。

フィールドワーク中の1コ
マ。計画が盛りだくさんで、
全部回るのがぎりぎりの日程
になってしまったそうです。
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